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事　業　概　要

きょうと元気な地域づくり応援ファンド支援事業
平成 23年度　事例集

環境対策

http://www.kuria.jp
代表：山口　弘喜
業種：一般廃棄物収集運搬
創業：昭和 47（1972）年　設立：平成 10（1998）年
住所：〒 629-1304　福知山市夜久野町額田 373 番地
TEL：0773-37-0304　　FAX：0773-37-1323

株式会社クリア

　限りある資源を未来の子供達に残していくためには、

廃棄物等の発生を抑制し、適正な循環的利用の促進に

よって天然資源の消費を抑制することで、環境負担を可

能な限り低減する社会、いわゆる資源循環型社会を構築

することが必要です。古くから農家では落ち葉やワラ等

の農業廃棄物を利用して堆肥を作っていましたが、近年

では下水汚泥を発酵処理して作られる有機肥料（コンポ

スト）を利活用する地域が多くなりました。

　株式会社クリアは、廃棄物収集運搬、農業集落排水施

設維持管理等の環境サービス事業を通じて、福知山市夜

久野町で地域バイオマスの取り組みを 10 年以上進めて

きています。会社がある夜久野町地域では、各家庭から

出る生ゴミもディスポーザーで粉砕して生活排水と共に

汚水処理施設へ流入させコンポストとして資源化してい

ます。化学肥料とは違い、自然界に生息する微生物の発

酵分解作用で肥料化されますので、安心で栄養価も高く、

自然の土にもなじみやすいと高評価を得ています。

　こうした取り組みの中で、コンポストを地域農家の方

に使用してもらうだけではなく、もっと付加価値の高い

事業が構築できないかと考えていた山口さんは、休耕地

を活用してコンポストの利用を高める有機（オーガニッ

ク）栽培を行い、農作物の生産だけではなく流通も含め

た地域の支援となるビジネスモデルを企画しました。こ

れは、食の安心・安全が望まれる時代において、オーガ

ニック栽培の技術習得を支援する事業と高齢者農家の方

が生産した農作物に付加価値をつけ独自のルートに乗せ

て販売を行うコンサル事業であり、資源循環型社会の一

翼を担うものになります。

　「この事業ではコンポストを活用し、再資源として緑

農地へ還元します。３年以上農薬を使っていない地域の

休耕地を活用して野菜を作り、『オーガニック野菜』と

して販売したいと考えています。また、地域農家の高齢

化により休耕地が増え、農業の衰退が懸念される環境の

改善にもつながります」と語る山口さん。

　オーガニックの野菜は美味しく安心して食べることが

できますが、生産効率の低さから市場への流通は狭く厳

しいのが現状です。しかし、高齢者農家の支援とともに、

地域の農家の視点で生産から販売までを管理すること

で、事業として成立する仕組み作りを目指しています。

　応援ファンドに採択されてから、コンポストを使用し

た耕地の土壌検査を行いながら有機野菜の栽培実験を

行っています。そして、数種類のテスト栽培を行った段

階で知人のシェフにサンプルを提供し、食材として品質

や味など料理人の目線で吟味してもらいました。シェフ

からは料理に使える野菜として十分だと判断してもらえ

たことで、この事業の可能性に十分な手応えを感じまし

た。現在ではフレンチやイタリアンの料理食材として直

接レストランへ流通させることも始めています。

　「過去に地域ブランドとして生産してい�た野菜を再び

作ることができれば、昔の人が大切にしていた財産とし

て、また地域の特色として生かせることができると思い

ます。ですから、今後�はそういう農産物を見つけ出す

取り組みも進めていきたいと思います」と語る山口さん。

　農家は、自分で野菜の値段を決めることができないの

が現状です。しかし、野菜の付加価値や販路を見出し、

値段を決められるようになることで、自分の作っている

野菜に対して正面から向かい合うことができると考えて

います。さらに、こうした実績を重ねることで耕作放棄

農地の歯止めになるとも考えています。

　事業を進める中で、自らが京都市内にオープンしたレ

ストラン「アニモ」では、自社栽培のオーガニック食材

も使ってイタリアンとフレンチを融合させた料理を提供

しており、多くのお客様から好評を得ています。

　「品質が良く、安心・安全なオーガニック野菜を、是

非お客様に提供していきたいと考えています。また、生

産者及び生産地が見えることで新しい料理のアイデアが

生まれることも考えられます。高齢者農家を支援しなが

ら、農家の方と共に地域ブランドの構築を目指す事業モ

デルとして今後も取り組みを続けていきたいです」。そ

う語る山口さんは、他にも価格の高い輸入野菜を日本で

作れないかということも考えており、地域環境と土壌の

研究を進めているそうです。

　高齢化と過疎化で衰退していく農村地域に歯止めをか

け、オーガニック野菜で新たな夜久野ブランド作りを目

指す今後の活躍が期待されます。

自らの考えを実践する場としてレストラ
ンをオープン
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有機肥料（コンポスト）の製造で地域
バイオマスに貢献

プロにも認められる有機野菜を独自の流
通で販売

コンポストの利用を高めて新たなビジネ
スモデルの構築を

山口　弘喜さん
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